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Abstract: Ａ strong earthquake with the magnitude of 7.2 struck the Kansai area on the
17th of January in 1995 and many lives more than five thousands were lost in it. The
authors immediately got down to the investigation of disaster　in the Awaii Island near
the hypocenter, mainly on the damages of housing, irrigation ponds, harbor facilities and
lifelines. Damage maps concerning the　housing and irrigation pond were drawn, and it
made　clear　that　their　distribution　was　closely　related　with　the　fault　line. Successive
investigations using the questionaire and hearing methods were done to reveal the influence
of such structural damages on the local industries and farming activities in the Awaji
Island. In this paper, the results and instructive precept obtained through the investigation
are summarized.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　＼
キーワード：兵庫県南部地震，淡路島，災害調査,ﾚ家屋,◇水利施設，
　　　　　　地場産業，ライフライン，農村環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．はじめに　　　　　　　　　　　　　j
　1995年１月17日午前５時46分，淡路島北部を震源とするマグニチュード7.2の直下型地震が近畿
地方を襲い，死者５千人以上という大災害をもたら七た．著者らは,∧地震発生後直ちに淡路島に赴
き，家屋の倒壊現場，水利施設および漁港・港湾を踏査した．　　　　し　　　ニ　　　ニ
　＼本稿は，その後に実施した数回の現地踏査や農村集落を対象としたアンケート調査を含めて，兵
庫県南部地震による淡路島の被害および初期段階での復旧状況を取りまとめたものである．
　　　　　　　ニ　　　　　　　　　２．家屋の被害状況一一
2.1　家屋被害の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　□
瓦の産地である淡路島では，赤土を瓦の下に敷く「本葺き」工法を用いた木造家屋が多く，古い
家屋では柱を基礎の土台に乗せているだけのものも多かった．このような家屋構造は，これまで風
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対策には有効であったが,T今回のような直下型地震:では被害を]助長ｿﾞしｿた可能性が大きい．すなわち，
多ぐの住民は，丁持ち上げられてどすんと落とされjたよ＼うな/揺れくだﾀﾞつ=だ丁と話してお/り，それを裏
付けるように，重い屋根1に押七潰された格好の家屋(第万一.ﾕj!=:･.写真y＼が多数見/られるjのが淡路島におけ
る家屋被害の大きな特徴である．一方，基礎にき＼ちｿﾞん/と固定さしれでい万だ家屋でｿは√∧第:2写真に示す
ように,/瓦は落ちても潰れずに残づでいるものも多==く見受け=らﾚれﾚたト……:……I………□宍…………
2.2ﾄ被害家犀の分布‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥,=……ﾆ==二………:……………1⊇≒jﾉ………⊇………:j…………⊇よ………ｆ　．,－
　地台発生ヵ(ら１幽1後⊇涙蕗島北部．:5…　…………j.叫遍硝G).･J.宍゜jJ]]]二言√⊇⊇'･∧ヶ'ｹ寸ご宋
町＼（淡路町，北淡･町，一宮町，津名町，東浦
町）トを対象としてご被害家屋の場所と被害程
度（Ａ:全壊,犬Ｂ:半壊,＼Ｃ:一部壊）しを住宅地
図に記入七てゆく踏査を実施した／第一1図は，
それらのう1ぢ，北淡町富島地区および÷宮町
郡家地区におけ石被害家屋の分布を示した1も
のである．とくに富島地区では,/全壊家屋が
集中しており√背筋の寒くなるような踏査で
あうた．なお，北淡町の全壊家屋はレ後述す
るように，野島断層りに沿って分布し，中で
も，富島,ノ野島および平林なぞの地区に集中
しているレ＝　　　十　二
　地震直後には，町の機関によって家屋被害
の概略調査が行われていたが,つその後√家屋
の取壊七撤去が公費で助成されることとなり
再調査が行われたﾚ=第,2図jに
おける「取壊し撤去申請家屋」の分布を示し
たものである（図中の○印）．ただし，現在
淡路島に住んでいないかその他の理由で，住
宅地図および電話帳による著者らの確認がで
きなかったもの（約１害q）は表示されていな
いレ同図より，∧淡路島における被害家屋の分ｽ
布と公表されている新層1）との関係等につ:い
て，得られる知見を要約すると以下のようである.==∧=jﾚ……j………∧……j…………:
（1）淡路町では北東部め海岸に沿う地域に被害家屋が集申しでい
ていない．　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　■　■
（２）野島断層はNE-SWの方向に走っているが，
がある．また，これらとほぼ平行に,犬東浦町に
層線に沿って被害が集中している．
（3）北淡町育波から津名町長沢につな;
層比沿う被害分布はかな=り明瞭である．
は異なるレ一宮町は堆積平地が多く,……尾･崎，郡家，
断層はないが，被害は広範囲に分布している．ニ
l;……そめ地域に断層は明示され
つながる=浅野断層
yあ肌トいずれも断
がみ=られ:るし.………この他に，洲
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第１写真：屋根に押し潰された格好の家屋（北淡町富島地区）
第２写真：瓦は落ちたが潰されずに残った家屋（一宮町郡家地区）
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第３写真：井手ノ尻池
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第２図：「取壊し撤去申請家屋」の分布と断層位置
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本市の先山断層，厚浜断層に猪ノ鼻断層，五色町の=鮎原断層おTよび名前φ付けられでいない=いくつ
かの同七ＮＥ-Sｗ方向の断層があ＼り，いずれの断層沿特にﾉも被害が帯状に認めﾉられる.‥　　ト　'
(5)五色町の下界断層，西淡町め飯山寺断層，雁子断層≒は同七∧NW-SE方向をもづ断層であり，い
ずれも被害が集中しすいる.づとくに，飯山寺断層の東に広･が希三原町φ被害･は広範囲に分布してい
る．　　＝　　　＼　　　ニレ　　　　　　　　　　　　　……………∧…………1………:…………＼:………1…………土…………|………………
(6)洲本市√三原町および南淡町にまたがる柏原山ﾑ諭鶴羽山山系七ぱ人家が殆どないため，家屋
被害は見られない．さ･らにレダムやだめ池の被害……も=報告さﾚれでいな＼い=;………し･ｶj し万↓:.･中央構造線断層系
に沿う南淡町南端の油谷断層に沿う地域には被害がみﾚられる1ﾚﾉ………j………ﾚ…………:万……＞ニ‥‥‥‥‥　‥‥　＝
　以上よ＼りレ家屋被害の分布は，断層の分布と密接な関係辻あﾉるこ……とが示さﾚれ,| .=淡路島j4こおいては，
断層に沿う地域には必ずとｹﾞいってもよいほど被害分布が見られ……Jる･･ことｶﾇわ･.･ｶﾒうた.J=万第２図6こ示した
家屋被害の分布図を活用すると]，新たな断層の存在を見出す可能性もあり√ミ.らに√これからめ防
災対策を策定する上で･の活用も期待いされる.＼だ紅==こし,)ﾄ=家=屋.の被害は断層めみによ=ら/で規定されるわ
けではないので,･詳細な議論には,∇家屋構造や地質=
要である．　　づ　　＼　　　　　．･　　　＼　十士
３
びﾉに地震波=φ増幅特性等に関する検討が必
　淡路島のだ.め池総数は約24,:000個と/いわれくく
ており，一般によく知られてい･=る香川県のだ十
め池数16,000個よりはる＼か4こ多いレ淡姉島は
平坦部が少な≒く，海岸部まで迫うた丘陵地の犬
斜面を階段上の小さな田が連続しT亡おり，一
つの「田主」を構成す=る＼ため池が数個あるの犬
が通常で,＜個々のため池の規模は小さくレい
わゆる皿池が多いト　　ト　･.･.･・　　　　　　..
　復旧申請の出されたため池を中心と=して，
淡路,……東浦√北淡，十宮および津名の淡路島
北部5/町39個のため池と,」ﾋ淡町の常盤ダム
を加えた計40個を調査した∠直接調査したこ犬＼
れらにういて，その被災概要をまとめたもの
が第１表で,第３図に各池の所在地を示して
いる..し図中,十活断層奄併示しているサ．これ∧
らを概括するとに決壊丁，堤体あ右いは洪水　レ
吐がその機能を失９ﾉたﾚもの26,犬軽微なクラッ
ク等池の機能に支障を及ぼさないと考えられ
るもめ10,無被害３である／
　決壊したため池は一宮町尾崎の井手／尻池
（第３写真）で,犬堤高が約6.5m√堤頂長156
mの均一型で，典型的な皿池である．第ﾉ4図
に示すように，Ｌ地型の堤の内√南北に長lい主堤
後法先の池に落込むような形で崩壊している．
i2調査Zこめ池位置図
れた.り,しほぼ堤全体が
y/,………後法先は下めj池の貯
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水面に接しており，さらに，斜面長は前法より
後法がかなり長い．また，池敷に噴砂痕が多数
見られた．ごれらのことから，液状化による崩
壊の可能性も考えられる．
　その他のため池の被災状況の典型は堤頂縦断
亀裂と，前法縦断亀裂であり，その他に堤頂横
断亀裂も数例見られた．前法縦断亀裂の規模の
最も大きかったのは一宮町尾崎の荒神池（第４
写真）である，堤頂部に主たる亀裂が３本あり，
中央部で２本の亀裂をはさみ，幅およそ1mに
長さ20mにわたり深さ10Cm程度陥没していた．
さらに前法縦断亀裂が表に示すように生じでい
た.ニ
　その他，張りブロックの一部がややずれた程
度の軽微な被害に至るまで，内容は様々である
が，今回の調査では無被害と観察された池もあっ
た．復旧申請が提出された件数から被災ため池
平面図
⇔
第４図：井出ノ尻池の被害
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数をおよそ700個程度と推測すﾚると，島南部では被害が少ないことを考慮しても，島内のため池数
からみれば被災数は意外に少なかったともいえる．　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　また，たとえば北淡町江崎の猪崎谷には第５　　　　　　　　　Ｊ
図に示すように下流から谷山下池，砂池，谷山
中池の３個の池が並んでおり，谷山下池付近を
野島断層が走っていると考えられる．このうち，
谷山下池と谷山中池の被害は大きいが，中央に
位置する砂池では被害が生じでいない．こうし
た現象は他にも多数あり，理解することが難し
い．このことは，地盤，地形，堤体の規模や形
状√形式，築造年代に構成材料等々が複雑に関
係しているものと考えられるが，この様な被災
と無被災との境界が何故に存在するのか，盛土
や堤体などの設計を考える上で，今後の検討課
題であると思われる．　　　　　万
　ここで，４月時点で提出された災害復旧の申
請ため池数609の内，所在不明の43を除いた
566をプロットしたものが第６図である．図中，
概して震源域から南に離れるほど被災ため池が
少なくなっている．また，洲本と福良を結ぶ線
第５図：北淡町猪崎谷付近
より南東側は標高500～600mの山地でもともとため池が少ない．比較的顕著に被害が集中してい
る所として，以下の地域が挙げられる．
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所在地
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I
(次頁宍に続くＯケソ……………=゜jj･:
ため池等
∧名称
堤高[III]＼前法面＞娠法㈲………j………i＼…………〉∧k=ﾉ………・ｚ………&ﾄ………蜃
こ堤長[ｍ]勾配　:勾配ぺ＼………ﾉ………=……:ﾄ…………yし……〉兄………９　:J:==.　　……:
3.1………:………頂部崩落よﾚ洪水吐破壊。……後:
４　北淡町　　谷山下池 4　　　i.4し　2ユ〉左岸洪水=吐丿=ヶTｼﾞｸﾞjlリー=ﾄ破壊。く前法亀裂多数。
２　　　　　　＼＼………………==………:Jニ::ﾚ………:………ﾚj………==1………………ノ＼…………:　　:‥‥‥‥‥
23　一宮町
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ボタモチ池
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第１表：調査ため池の被害概要（続き）Ｉ
　　８　　　工｡7　　1.4　前法及び池底に多数の亀裂。貯水ほとんど無し。
　・２６
108 後法に１本，前法に多数の縦断方向亀裂。
やや判然としないが，堤頂の肩部が回転してい
る様子あり。前法に幅１ｍ，長さ50mの大きな
１５６
125
８９
地震時％貯水。後法先に隣接の池に土砂流人し
道路冠水。池底に多数の噴砂痕。池の周囲に
裂。 1.2m貫入。洪水吐コンクリート亀裂。
断方向亀裂２本。後法先石張りに数個の浮き上
１２０ るもなお亀裂あり)。ブッシュのため後法先付
近の確認不可。ト前法堤頂から１ｍ程度に，多数
の縦断方向亀裂。やや貯水あるため法先付近の
100
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第７図：被害ため池，活断層および地質の合成図
101
102
?????????????????
（????）????????‥????
兵庫県南部地震による淡路島の被害状況調査（松田・大年・松本・篠） 103
　　①野島断層をさらに南西に延伸した線上で特に育波の南東付近に集中する地域　　＼　レ
　　②尾崎と津名を結ぶ線上の地域　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　ニ
　　③育波から津名を結ぶ一帯十　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　十
　　I④津名町南部から洲本市安乎とさらにその南にいたる地域　　　ニ　　ト　　　ニ　　＼
　　⑤五色町の南部　　　　　　　　　　　　　十　　　二
十　⑥西淡町西部及び西淡町の東部と三原町との境界付近ﾉ　　　　　　‥　　犬　　っ
レそこで，国土地理院地質調査所発行の表層地質図の表示を若干改良したものに確実度Ｉの活断層
を記入したものと,‥被害のプロット図とを重ねたものを第７図に示す.:ここで，同所発行の地質図
が淡路島南部については現時点で未発行であるた/め，島北部についてのみ示している．これを参考
にすると，被害ため池の集中している上記①～⑥の内，①は野島断層の延長上にあり√かつト月17
日の翌日の余震で断層が露頭したとの記述2)のある付近を含んでいる/また，この地域は浅野断層
の西側で，縦ズレ断層の下部側に位置し，河成賄及び砂，または傑,＼砂及びシルトー粘土互層から
なる表層地盤を構成しており，大阪層群あるいは段丘堆積物からなっているト②は島の東岸と西岸
とを結ぶ数本の主要道路の内の一つが走っておりレしたがって集落・農地も多いがレこれはやはり
縦ズレ断層である志筑断層の下部側であり，海成及び河成傑･砂または河成賄及び砂といった段丘
堆積物上の地域である．③は育波と津名を結ぶ線の中央部に縦ズレめ育波断層が存在七，やはりそ
の下部側に被害が多い．④はこれも縦ズレ断層である安手断層の下部側に広く位置し√シルトー粘
土・砂及び賄互層上に被害ため池が分布している．⑤も④と同様の互層上に被害ため池が多い．⑥
は震源域からやや離れて位置七，なおかつ被害が集中七でいる地域で,＼西淡町西部の津井川沿いに
あり，この付近には日本の活断層1)でみると，確実度Ⅲとされる断層がある．西淡町東部と三原町
との境界付近は確実度Ｈの縦ズレ断層である飯山寺断層があり,:　これにほぼ沿う形で馬乗捨川があ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　＝　；
　これらのことから，概して被害域は，大阪層群の未固結の砂・傑･シルト・粘土層上や断層低位
部側の段丘堆積物などの沖積層上に位置し，軟弱な層上に多くあることがうかがえる⊃このことか
ら，基礎地盤の状況の相違がため池の挙動に影響を及ぼしたことが推察される．　　　　　　　ニ
　しかしながら，ため池は人文地理学的に見て集落・農地に接する直高位部に連なることが多いの
で，山地深い所にため池が多数存在する保証はない．例えば志筑断層で区切られた東側の断層地塊
山地にはため池がそれほど多く分布していない可能性がある等レ地盤状況のみで被害･無被害を判
断できない要素も残されているの懲，これに関する今後の検討が必要である．　　　　　ニ
　　　　　十　　　　　　二4.物流ルートおよび地場産業の被害状況ニ　/　　　　‥
　4.1　物流ルート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I●
　1月25日の神戸新聞は，『淡路島一本州の物流ルートが途絶え，島内各産業は大きな打撃を受け
ている』と報じた．我々は，淡路島から本州への物流ルートの拠点である島内の４つのフェリー会
社を訪ね，地震発生後からの運行状況についで聞取り調査（３月２日）白を行い，以下のよう=な知見
を得た（第８図参照）．　　　　　　　　　　　．･･　．･．・　　　．･．　　　　　　１上　ト　　　　　し･
　（1ト明岩海峡フェリー（岩屋一明石）尚　　　　　　ト　＼　　　　　　　　　　　　　し
　‥　　繋船設備や駐車場に被害が出たため，当初は不定期便で運行を再開した．通常ダイヤに戻つ
　　　た２月中旬以降も乗船率は平常時の６割程度であってに平日の待ち時間は殆どゼロである.
　（2）淡路ツェリ≒（大磯一須磨，深夜は大磯一高浜）　　十　　し　　　　　　　　　　ト
104 高知大学学術研究報告　第44巻…………(1995年y／自然科学＼=ﾉ＞:……
現在の乗車率は平均３割程度．このため,=jj
間引き運行をしており,……約75j％yの就航率………1･
　　となっている．　し　　l　　・　　.･　　　………1
（3）甲子園高速フェサーて津名Ｔ西宮）　………jI°=
　　設備に損傷を受けたことに加え，神戸西∧
　　ルレトを避けたドラックが殺到したため√ﾉ＼
……震災直後は13時間待ちの状態が続いた.□現……
　犬在も６･ｙ ７ 時間待ちの状態が続いで･いる.ﾚｿj万==･=j=万
　　　このため，臨時便を往復一便ずつ就航
犬妊て捌いている．　　．･　　　△　づ　I
(4ト大阪湾フェリし(洲本一深日)ﾀﾞ
　震災当日から･往復３便の臨時便を運行しﾄ上:…………:
でいるが，当初は24時間待ぢめ状態竹あしっ＼……=……
だ∠現在でも，午後は３時間前後，深夜には〉6＼ん
　上記a),(2)のフェリーには，これこまで第二神l
阪・神戸方面へ向かう手ラックめ利用が多かっ:だ
第8万図上淡路島と本州を結ぷ丿４リー航路
ﾉ国道,2号線等を経て大
できず，
さらに国道２号,ト43号線も早朝６時から夜11時まﾉ々通行規制呑れていｼﾞるため√上大阪までの所要時間
は４ぺ５時間にもなる，渋滞を嫌ったトラックが神戸西八千卜……を.･避.･ﾘｻ万･だjだ:め.:,j｡大1万帖iな＼乗船減となっ
たことがわかる．すなわち，神戸，阪神間の基幹道路が分断jさ……Iれ.一一ただめ√ﾚ神戸を境ぱして,万一西側に
ある港に発着する航路の利用が激減した．ブ方,ﾉ東側jの航路懲]はレ待:ぢ時開か10J時間近ぐにの掻る
など輸送ルートの変更ぶりが浮き彫りになっている∠………j士＼)……二………………………ト………………
　このような事態の長期化が予想さ尚れる中，地元φ生産者団体等からはい臨時航路の=開設など抜本
策を望む声が高まつ七いた．これを受けて神戸海運監理部ﾉは,……＼3……万月jj･j=7万1万I白,･･大阪や西宮航路に集中し
たトラック便の待ち時間を緩和するため，大磯一泉大津を結ぶ臨時ケより十便ﾉを就航させ=ることを
明らかにした(３月８日，神戸新聞)．就航を予定しでいしるﾉの=は淡路プ‥エサーボサ＼ﾄﾉで,◇当初は夕
方から深夜時間帯に，１日２便運行するレただし√==淡路島かﾉら/出荷吝れる生鮮品や同島へめ生活関
-･●●-･　・ﾑ..==-＝　･■■･･㎜　・　　・＝・　----＝　　　　＝連物資を運送する業者だけに利用を限定す･･る予定で，
４月６日の朝日新附には、大磯一泉大津を結ぷ臨時プえ章十が了宍月困=ぽかﾉら運行を姶めた旨が報
■ _^1,､~.-ゝ、yﾀ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一一 ･．････ ．･　・．・　．･･　･･　．・･：　　　　　．　・じられている.　　　　　 　　　 　　　j==.ぺ1………ﾆ]……し……Iｿﾌﾟ……J………=･…………==,ﾔ…………=〉＼…………:.,.‥‥‥‥
4.2･農業の状況犬　　　．・．．･･　．･・．　・･＞……ｊ…………=･∧∧…………ﾚ………ｿ………＼j/=ト…………ﾚj十‥‥‥‥＝　ニ
　新聞報道や農協での聞取り結果を基にして，今回ﾉの:地震が淡路島の農業に及ばくしﾚだ影響を２月末
現在で要約すると次のようである．なお，島内には千占わくし扁農協｣ﾀﾞ:……と万j｢日頃出農協｣十の2/つがあ
り，淡路島北部５町の農家は日の出農協に属七てﾉいﾉる.…………=………j……j…………………:∇＼I………j……………j……j　I　:=　:　十十
(1)弗わじ島農協管内の状況十　1　＼　　　　………i/j…………＼………
I…………＼＼＼∧ｿ…………J………1…………=
………………=　　＼
　島内最大の野菜産地で＼ある三原郡内では,△例年仁〉の時期√ﾚ……ﾚ=J夕:=ﾈj,:万万=万白菜，]丘ネギ｀，午十づツなど
を出荷している．出荷先は京阪神410％，名古屋リ:ﾋ陸30%√東京㈲％=とﾚな:]らてい/るため√上述した
輸送ルート混乱の影響をもろに受けている．すなわ乱=::あ柱に/島農協では√通常輸送ル十トとして，
淡路(大磯一須磨)，明岩く(岩屋一明石)，大阪湾(洲本÷ｽ深員九∧甲子園=ﾉ(志筑÷西ノ宮)ﾄの４うﾚ≒ト
を利用しているが，地震後は大阪湾，甲子園の両プｙ]ﾘｻ七]
ルートを確保した．しか七,……フェリーの待ち時開か長びこ七ﾚ
この時期の日出荷量は例年約３万５千ケースだ執ﾉ)/=………1……月:17,
の新輸送
置が捌=けない状況である．
こ出荷抑制を要請したた
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め１万ケースだった．通常に戻った20日からも日出荷量は１万５千～２万ケースとなっている．
　農協では，「この状態が長引くと一番良い時期に収穫ができず，野菜が老化し新鮮さが失われて
商品価値が落ちる」と心配しているﾚまた，秋白菜と春白菜の端境期に必要とされ，例年約４０万
ケースが出荷される冷凍白菜は，出荷時期が２月iO日前後から約１ヶ月と決まっているだけに輸送
の停滞め影響は一層深刻である．ニ　　　　　　　　　　　△　　　ト
（2）日の出農協　　　　　　　　　　犬　＼　　　　　　　　　・　．　　　･．　・　　　　　　　　Ｉ
　農産物のほぼ100％を京阪神に出荷する日の出農協では,j輸送ルートの停滞によって，/青果の出
荷量が例年の半分の60トンにまで落ち込んでいるレとくに影響の大きいのが，収穫のピークを迎え
ているカーネーションやストックなどの花き類である．これらは，野菜よりも保存期間が短いのに
加え生活必需品でないため，例えば，カーネーションは１本35円と通常の半分となTつている．
　淡路島からは，野菜，鮮魚√生乳，花きなど生鮮品の荷が多いだけに√物流ルートの停滞は深刻
な問題である．　　　　　　　　／　　　　十　　　　　犬
4.3　漁業および水産加工業の被害状況
　第９図に示すように，島内には兵庫県管理港
湾が14，漁港が28ある．それらの中で，施設に
大きな被害を受けたものは北部の５町に集中し
ている．とぐに，北部の西海岸線に沿う港湾や
漁港の被害は甚大であった．著者らが撮影した
代表的な被害状況を第５写真～第７写真に示し
ている．
　漁業の活動拠点である漁港の被害は物揚場や
荷捌所といった中枢部に多く見られ，そこでは
前出・地割れ・沈下といった被害を受けている
(第５写真)．物揚場に簡易なクレーンが設置さ
れている場合には，それが傾いて機能を失って
いるものもある(第６写真)．また，防波堤で
は，ケーソンのずれている箇所が見られ，ずれ
変形の程度は先端部で最も大きくなっている．
これらの被害個所には，被害の拡大を防止し，
構造物機能を確保する程度の応急処置が施され
ているが，完全復旧には至っていない．
　淡路島では，いかなごやチリメンなどの加工
業及び海苔の生産が盛んであるが，それらの加
工施設が地震被害を受けたために操業をやむな
く中止せざるをえない状況に追い込まれた．と
第９図：淡路島の港湾および漁港の位置図
くに海苔については，北淡路町が主要な生産地であることに加え，生産の最盛期における震災であっ
ただけに被害の痛手は大きかった．加工生産が出来ないために，海苔網が海岸に放棄されている象
徴的な光景が見られた（第７写真）．淡路島水産加工業共同組合が２月にまとめた被害および被害
額は第２表に示すようであり，淡路島の水産加工業が受けた地震被害の大きさが伺える．
洲本農林水産事務所が２月2i日現在でまとめた海苔養殖および漁船漁業の復旧の状況を示すと第
３表のようである．地震直後には，漁港が被害を受けたため漁船操業できなかった北淡町や一宮町
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第２表：水産加工設備の被害額
支所･:地区名
岩屋支所
北淡支所
津名支所
業者数
???
??
?
建ご家.･被大害
件丿数
????
１）冷蔵庫、j配管、=商品など
被害額.
　87,100
ダ　24,500
　5,500
件=数
-
　10
　15
　1ニ
∧∧ﾀﾞ=:9,100
y…………万::18,550
12
一一一
の漁協だけでなく，前述しﾉだ交通事情の悪化で仲買人が動けず,…………j｡･1漁･｡･
めに操業を見送らざるこをえない漁協も多かった.しし=か≒しに最も宙
漁船漁業および海苔養殖共にｉ月下旬には
漁業は2(月20日から，海苔養殖は２月28日
平年並七再開ぐざれて:おﾚり√北
から再開=さﾉれでいjる]ご=,y＼:＼＼……ﾄ
第３表：海苔養殖および漁船漁業φ現状ﾉ（
被レ害∧額
44
,
850
ﾚ51
,
565
一一一一一一一一-
合　コ計
141,050
103,615
7,550
：海苔養殖および漁船漁業の現状（２月21日現在）
市町名 組合名
組合
員数
海　苔
経営体
海苔養殖の現状 漁　船　漁　業　の　現　状
洲本市
由良中央
　由　良
東由良町
洲　本
矩　口
186
230
230
38
59
５
１
３
０
２
１月17日より通常通り、披害なし
１月17日より通常通り、披害なし
１月17日より通常通り、被害なし
１月22日より平年並みに出漁、市の開設が２時間早まる
１月22日より平年並みに出漁､市の開設が２時間早まる
１月22日より平年並みに出漁､市の開設が２時間早まる
1,月18日より平年並みに出漁、地元販売のみ
１月18日より出漁、地元販売のみ１月17日より通常通り，被害なし
津名町
塩　田
志筑浦
育　穂
佐　野
136
44
40
109
１
０
０
０
１月17日より通常通り、彼s iなし １月25日より平年並みに出漁
船びき網は漁期外のため休漁
船びき,網は漁期外のため休漁
船びき網は漁期外のため休漁
東浦町
仮　屋
　浦
134
33
４
１
１月25日より再開、現在通常通り
１月25日より再開、現在通常通り
月25日より平年並み
月27日より平年並み
こ出漁
こ出漁
淡路町
淡路島
釜　□
　森
364
45
84
1
0
16
１月25日より再開、現在通学 t通り １月･29日より平年並みに出漁
１月25日より平年並みに出漁
１月25日より平年並みに出漁１月26日より再開、現在通常通り
北淡町
富　島
浅野浦
育波浦
室津浦
105
98
215
213
12
21
14
38
休漁中、復旧工事中、２月28日再
休漁中、復旧工事中、２月28日再
休漁中、復旧工事中、２月28日再
２月５日から徐々に再開(３経営1
姻予定
111予定
姻予定
除く）
２月20日より一部出漁
２月･12日より一部出漁
２月８日より出漁
２月初旬より一部出漁
一宮町 一宮町 316 68 １月26日より３経営体を除いて操業
1一月I， 8日より出漁
五色町 五色町 161 16 １月20日より通常通り操業 １月21 日より出漁
西淡町
　湊
丸　山
阿那賀
116
153
86
３
４
２
１月2（
1月2f
1月23
日よ力,平年並み
日より平年並み
日より平年並み
こ出漁
こ出漁
ご出漁
南淡町
福　良
南　淡
沼　島
324
119
238
２
３
０
１月2（
出漁に
出漁に
日より平年並みに出漁
ついては影響なし
ついては影響なし
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５。ライフラインの被害状況
5.1　電　気
関西電力洲本営業所管内の事業所および送
電系統は第10図のようであり，淡路島内には
９箇所の変電所が点在している．このうち西
淡変電所および仮屋変電所を起点とする幹線
の３回線に被害かおり,＼合計3,347軒jへの送
電が停止したが,‥地震発生3時間20分後の９
時７分には全回線が復旧した．このように送
電関係の被害復旧は速やかに達成されたもの
の，末端の受電部分（家屋等）が被災したた
めに停電状態を余儀なくされる事態がしばら
く続いた．
　１月27日現在で関西電力洲本営業所がまと
めた淡路島内の送電関係の被害・復旧状態を
第４表に示している．ニ
神戸
第iO図：関西電力洲本営業所管内の送電系統図
　　　　　第４表：送電関係の被害・復|日状況（１月27日現在、関西電力洲本営業所まとめ）
１．配電線関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　＜
　(1) 20 KV 線：事故発生なし　　　、
　（2）６ＫＶ線：３回線で事故発生（Ｌ月17日、５時47分）　　　　　　　万
　　　　･西淡変電所～倭文、　　　719軒に支障、同日７時13分に復旧（復旧所要時間：１時間26分）
　　　　･西淡変電所～湊、　　　　970軒に支障、同日８時59分に復旧（復旧所要時間：３時間12分）
　　　：･仮屋変電所～城原、　　1658軒に支障、同日９時７分に復旧（復旧所要時間：３時間20分）
　（3）設備被害……（１月23日18時現在、（　）内は処理済件数）
　　　･支持物関係…‥､折　　損：5 (4)、傾斜:30（13）、］支柱折損：２（１）：
　　　　　　　　　　腕金傾斜:68 (64)、支線：６９（６０）･．・．･　．．　　　　　．．･
　　　　･電線関係……Ｈ断混線ト:15 (15)、Ｌ断混線：58 (55)　　　　　　　　　ト　＼
　　　　･変圧器関係……不良：2 (2)、傾斜33/（33）
2.引込線（屋内）関係‥…;（ト月26日17時間30分現在、（　）内は津名営業所処理済件数）
　　　　●不　　　点……1116（78）　　　犬　　　　　　　し
　　　　･各種申込‥..･･‥弓|込線:681 (536)、配電設備:170ｲ113)、その他:98 (57)
　　　＼･異動受付…･‥仝　撤:785 (651)、その他:205 (59)　　　　　　　＼
　　　　●電気温水器…･･･129 (19)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
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108
5.2 電･ 話＼　　犬　　　　･一才　　万………………
　第11図は,＼ＮＴＴ洲本支店がまとめた電話のj………………46･･.=
故障件数布よヤヲしク（着信，受信?丿数十＼＼し……命
I
:S
宍万
の日変化状態を示したものであ芯し．地震直後に＼＼ﾉ町4:
ａ√約20万件φ･未着信,‥蛸50万=作の未寮信年＼ｹ:……:……
I
4･J･2･･
.
･.j･
状態にあり，電話回線の混乱振りを窺い知るこｻ…………==こﾀﾞ万万=i:49
とができるﾄその後面白居動の進展とと彩こ電1･?･?
話回線は通常め状態へと次第に回復してゆき，
２月10日前後＼にはほぼ復旧したようくである．
5.3　バ　ス
　淡路交通洲本営業所での聞き取りによると,………
地震で道路が損傷を受けたために2路線が運休
または折返し運転を余儀なくされた，とく＼に北
淡町と一宮町の海岸線に沿う基幹道路を路線と
する岩屋一郡家間ば√１月17日から21日=までの
５日間,＼灯台一江崎開の道路補修のためﾚ全便が
運休したがに１月22日には全便（26往復／白）
が復I［↑した．ただし√利用者は殆どなかったが
全便を復旧させたのはに震災復興の兆七を目･に
見える形にして島民を勇気付げる配慮も:あった
そうであるﾄ＼　　犬　　　　　　　　･．
６。農村集落を対象としたアンケート調査
6.1　アンケート調査の概要　　　　〕
　６月iO日（土）とｎ日/＼（日）の２日筒，淡路
島北部の農村集落を対象ににアンケ÷ト調査を
実施したレこの時期と曜日を選択した理由は√
田植えぬ時期に農業用水を如何に確保したかを
知るためと，若い働き手が在宅する曜日ごを勘案
したからである．　　　ニ　　　　　上　　　ニノ
　アンケート調査力対象集落鍵，今回の地震に
よる家屋およびため池の被害が大きかんだ地域
（第12図のＡ～Ｄ）であり√∧これらめ被害が今
後の農業活動に及ぼす影響の調査を第一のI目的
としている．アンケごトは，農作業の合間に調
査員が直接聞き取る方式と,し後日郵送七ても:ら
う方式とを併用し, 132世帯か/ら回答を得てい
る．
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6.2　調査集落の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　ノ
　Ａ～Ｄの各調査集落には有意な差異はなく，以下のような共通の特徴をもっていた.
1）先祖代々からそめ地に居住している世帯が殆どであり（90％），米作が中心である．作付面積
　　は５反以下が大部分であって，専業農家は少ない（36％）.　　＋
2）農業従事者は男女とも50代以上の年齢層が多く，一世帯当たりの平均従事者数は2.3人である.
3）農業後継者についでは，「いない」と回答した世帯が43%,「いる上が52％であった．かだし，
　　「いる」の中には「子供次第」という世帯も含まれている．
　いずれの調査集落も中山間部に位置し，平均的な姿としては，高齢者が小規模な農業を営んでい
る地域である．農業用水は殆どの世帯がため池に依存しており√住家の被害に加えてため池の被害
は，次に示すように今後の農業活動に対する大きな障害となっている．
　6.3　地震被害が今後の農業活動に及ぼす影響
　地震被害の影響については，今後２～３年に
及ぶと考えている世帯が多く（有効回答者の平
均は2.9年），一過性の被害ではない実情が伺
える．　　　　　　　　　　　　　　　　　∧
　今後の農業に対する取組みについての考えを
集計すると（第13図），「今まで通り」が63％
と最も多いが，「規模を縮小する」が10％ある．
また，「農業をやめる，他人に委託する，未だ
決めていない」と回答した世帯が合計33世帯（2
5％）もあることが注目される．　この33世帯
（着目世帯）について．農業後継者の有無と被
害の復旧に要する自己負担感を調べたものが第
14図および第15図である．これらの図より，農
業後継者はいないのに，復旧には重い自己負担
が掛かるという苦しい事情が，今後の農業活動
への消極的な取組みを助長していることが伺え
る．　　　　　　　　　　　　ニ
　このようなアンケート結果および現地での聞
き取り調査より，ため池等の修復に要する費用
の自己負担と農業後継者の有無が今後の農業活
動の存続を決定する大きな要因となっでいるこ
とがわかった．また，積極的に今後も農業活動
を継続していくとの意思表示はなく，今まで通
りの営農形態を継続せざるを得ないという実情
が伺えた．したがって，自己負担額の軽減や被
害農家への税的優遇措置などの要望が多く，さ
らに若者の流出を防ぐ産業の誘致を望む声も多
かった．
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7／おわ=りに
　兵庫県南部地震による淡路島の被害状況
イフジインについて地震発生後の早い段階
段階で農村環境の変化や今後め動向の見通七に関するトアトジケ÷ﾄﾌ調査を実施万した.=上これらめ結果，
被害実態や√それが淡路島という地域に及ぼ＼した影響が少＼し亡はあｿるﾅが見えﾚで]きたよ＼うに思われる．
すなわち,･厳しい営農環境下で元来脆弱な体質が⑤の:震災を機払☆気に噴出し＼七j…………と見ることがで
きる．ﾄ島という=地理的に閉塞され
よ〕う∧今後継続的に調査を行い√:
とにづながる･のではないか,トと思
　最後:にに調査にご協力頂いた関係諸機関および住民
一日も早い復興をお祈り申し上げます．　　　　∧=……:
　■　　■　　J･しでいる，と言え
未来を見つめる‥こ
じ申七上げる七ﾚと/もに，被災地の
日も早い復興をお祈り申し上げます．　　　　∧=……:1……………＼jﾚj＞……=ﾉ=:==ﾚ=:……………==……万………1=:
なおﾑ△本調査結果の一部は,十農業土木学会誌に発表済みで=あjるﾀﾞ=にｊ
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